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【 請 求 項 １ 】
　

　 前 後 へ の 移 動 、 左 右 へ の 移 動 、 垂 直 方 向 へ の 移 動
、 回 転 、 の い ず れ か ま た は 複 合 移 動 が 可 能
　 か ら 光 フ ァ イ バ を 送 り 出 基 板 に 光 フ ァ イ バ が 接 す る 直 前 に あ る い は 光
フ ァ イ バ が 基 板 と 接 触 す る 手 前 の 位 置 で 、 接 着 剤 を 吐 出 光 フ ァ イ バ に 接 着
剤 塗 布 、 基 板 と 光 フ ァ イ バ を 接 着 固 化 さ せ 基 板 上 に 光 配 線 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 光 フ ァ イ バ 配 線 方 法 。  
【 請 求 項 ２ 】
　

　 前 後 へ の 移 動 、 左 右 へ の 移 動 、 垂 直 方 向 へ の 移 動
、 回 転 、 の い ず れ か ま た は 複 合 移 動 が 可 能
　 か ら 光 フ ァ イ バ を 基 板 上 に 送 り 出 さ せ た 後 、 該 光 フ ァ イ バ を 追 尾 し て 接 着 剤 を
吐 出 基 板 と 該 光 フ ァ イ バ を 接 着 固 化 さ せ 基 板 上 に 光 配 線 を 形 成 す る こ と
を 特 徴 と す る 光 フ ァ イ バ 配 線 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の 光 フ ァ イ バ 配 線 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　

こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 の 光 フ ァ イ バ 配 線 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　

光 フ ァ イ バ を 送 り 出 し 機 構 お よ び 液 体 吐 出 機 構 を 備 え る ヘ ッ ド 部 と 、 基 板 を 保 持 す る ス
テ ー ジ と を 相 対 移 動 さ せ て 光 配 線 を 形 成 す る 光 フ ァ イ バ 配 線 方 法 で あ っ て 、

ヘ ッ ド 部 お よ び ／ ま た は ス テ ー ジ は 、
で あ り 、

ヘ ッ ド 部 す と 共 に
す る こ と に よ り

を し ・

光 フ ァ イ バ を 送 り 出 し 機 構 お よ び 液 体 吐 出 機 構 を 備 え る ヘ ッ ド 部 と 、 基 板 を 保 持 す る ス
テ ー ジ と を 相 対 移 動 さ せ て 光 配 線 を 形 成 す る 光 フ ァ イ バ 配 線 方 法 で あ っ て 、

ヘ ッ ド 部 お よ び ／ ま た は ス テ ー ジ は 、
で あ り 、

ヘ ッ ド 部
す る こ と に よ り ・

前 記 液 体 吐 出 機 構 は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 液 体 を 吐 出 す る 吐 出 口
を 有 す る ノ ズ ル と 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 該 ノ ズ ル に 連 通 し 液 体 材 料
を 貯 留 す る シ リ ン ジ と を 備 え 、 該 ノ ズ ル は 、 吐 出 口 が 前 記 ヘ ッ ド 部 の 鉛 直 方 向 に 対 し て 傾
斜 す る よ う に 装 着 さ れ る １ ま た は ２

前 記 液 体 吐 出 機 構 は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 液 体 を 吐 出 す る 吐 出 口
を 有 す る ノ ズ ル と 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 該 ノ ズ ル に 連 通 し 液 体 材 料
を 貯 留 す る シ リ ン ジ と を 備 え 、 該 ノ ズ ル は 、 カ ー ブ 状 に 曲 が っ た ノ ズ ル で あ る

１ ま た は ２

光 フ ァ イ バ の 配 線 の 形 状 が 直 線 で あ る 場 合 に は 接 着 剤 を 点 状 に 被 覆 し 、 光 フ ァ イ バ の 配



こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
の 光 フ ァ イ バ 配 線 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】
　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の 光 フ ァ イ バ 配 線 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 光 フ ァ イ バ を 高 分 子 か ら な る 光 フ ァ イ バ と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し の い
ず れ か の 光 フ ァ イ バ 配 線 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 の 接 着 剤 と し て 紫 外 線 を 照 射 さ れ る こ と に よ っ て 硬 化 す る 接 着 剤 を 用 い 、 基 板 上 に
光 フ ァ イ バ が 接 着 さ れ た 後 に 、 紫 外 線 を 照 射 す る こ と に よ り 光 配 線 を 形 成 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ な い し の い ず れ か の 光 フ ァ イ バ 配 線 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 基 板 を 固 定 す る ス
テ ー ジ と 、

　

　 か ら 光 フ ァ イ バ を 送 り 出 基 板 に 光 フ ァ イ バ が 接 す る 直 前 に
あ る い は 光 フ ァ イ バ が 基 板 と 接 触 す る 手 前 の 位 置 で 、 接 着 剤 を 吐 出 光 フ ァ
イ バ に 接 着 剤 塗 布 、 基 板 と 光 フ ァ イ バ を 接 着 固 化 さ せ 基 板 上 に 光 配 線 を 形 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 光 フ ァ イ バ 配 線 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 と 、 基 板 を 固 定 す る ス
テ ー ジ と 、

　

　 か ら 光 フ ァ イ バ を 基 板 上 に 送 り 出 さ せ た 後 、 該 光 フ ァ イ バ を 追 尾 し
て 接 着 剤 を 吐 出 基 板 と 該 光 フ ァ イ バ を 接 着 固 化 さ せ 基 板 上 に 光 配 線 を 形
成 す る こ と を 特 徴 と す る 光 フ ァ イ バ 配 線 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の 光 フ ァ イ バ 配 線 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　

こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 の 光 フ ァ イ バ 配 線 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　

こ と こ と 特 徴 と す る 請 求 項 の 光 フ ァ イ バ 配 線 装 置
。
【 請 求 項 １ ４ 】
　

こ と 特 徴 と す る 請 求 項 の 光 フ ァ イ バ 配 線 装 置 。
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線 の 形 状 が 曲 線 で あ る 場 合 に は 接 着 剤 を 線 状 に 被 覆 す る １ な い し
４ の い ず れ か

接 着 剤 の 粘 性 が 高 い 場 合 に は 光 フ ァ イ バ が 覆 わ れ る よ う に 通 常 よ り 多 い 量 の 接 着 剤 を 塗
布 し 、 接 着 税 の 粘 性 が 低 い 場 合 に は 光 フ ァ イ バ と 基 板 の 当 接 面 に 通 常 よ り 少 な い 量 の 接 着
剤 を 塗 布 す る １ な い し ５ の い ず れ か

６

７

光 フ ァ イ バ を 送 り 出 し 機 構 お よ び 液 体 吐 出 機 構 を 備 え る ヘ ッ ド 部 と 、
制 御 部 と 、 を 備 え 、 ヘ ッ ド 部 と ス テ ー ジ と を 相 対 移 動 さ せ て 光 配 線 を 形 成 す る

光 フ ァ イ バ 配 線 装 置 で あ っ て 、
ヘ ッ ド 部 お よ び ／ ま た は ス テ ー ジ は 、 前 後 へ の 移 動 、 左 右 へ の 移 動 、 垂 直 方 向 へ の 移 動

、 回 転 、 の い ず れ か ま た は 複 合 移 動 が 可 能 で あ り 、
制 御 部 は 、 ヘ ッ ド 部 す と 共 に

す る こ と に よ り
を し ・

光 フ ァ イ バ を 送 り 出 し 機 構 お よ び 液 体 吐 出 機 構 を 備 え る ヘ ッ ド 部
制 御 部 と 、 を 備 え 、 ヘ ッ ド 部 と ス テ ー ジ と を 相 対 移 動 さ せ て 光 配 線 を 形 成 す る

光 フ ァ イ バ 配 線 装 置 で あ っ て 、
ヘ ッ ド 部 お よ び ／ ま た は ス テ ー ジ は 、 前 後 へ の 移 動 、 左 右 へ の 移 動 、 垂 直 方 向 へ の 移 動

、 回 転 、 の い ず れ か ま た は 複 合 移 動 が 可 能 で あ り 、
制 御 部 は 、 ヘ ッ ド 部

す る こ と に よ り ・

前 記 液 体 吐 出 機 構 は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 液 体 を 吐 出 す る 吐 出 口
を 有 す る ノ ズ ル と 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 該 ノ ズ ル に 連 通 し 液 体 材 料
を 貯 留 す る シ リ ン ジ と を 備 え 、 該 ノ ズ ル は 、 吐 出 口 が 前 記 ヘ ッ ド 部 の 鉛 直 方 向 に 対 し て 傾
斜 す る よ う に 装 着 さ れ る ９ ま た は １ ０

前 記 液 体 吐 出 機 構 は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 液 体 を 吐 出 す る 吐 出 口
を 有 す る ノ ズ ル と 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 該 ノ ズ ル に 連 通 し 液 体 材 料
を 貯 留 す る シ リ ン ジ と を 備 え 、 該 ノ ズ ル は 、 カ ー ブ 状 に 曲 が っ た ノ ズ ル で あ る

９ ま た は １ ０

前 記 制 御 部 は 、 光 フ ァ イ バ を 点 状 に 被 覆 す る こ と 、 お よ び 、 光 フ ァ イ バ を 線 状 に 被 覆 す
る が 可 能 で あ る ９ な い し １ ２ の い ず れ か

前 記 制 御 部 は 、 光 フ ァ イ バ が 覆 わ れ る よ う に 通 常 よ り 多 い 量 の 接 着 剤 を 塗 布 す る こ と 、
お よ び 、 光 フ ァ イ バ と 基 板 の 当 接 面 に 通 常 よ り 少 な い 量 の 接 着 剤 を 塗 布 す る こ と が 可 能 で
あ る ９ な い し １ ３ の い ず れ か



【 請 求 項 １ ５ 】
　 上 記 の 接 着 剤 と し て 紫 外 線 を 照 射 さ れ る こ と に よ っ て 硬 化 す る 接 着 剤 を 用 い 、 基 板 上 に
光 フ ァ イ バ が 接 着 さ れ た 後 に 、 当 該 接 着 剤 を 硬 化 す る た め の 紫 外 線 を 照 射 す る 紫 外 線 照 射
部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 な い し の い ず れ か の 光 フ ァ イ バ 配 線 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 接 着 剤 ３ ０ の 量 と 粘 性 を 選 定 す る こ と に よ り 光 フ ァ イ バ が 基 板 又 は バ ッ ク ボ ー ド に 接 着
す る 形 を 選 ぶ こ と が で き る 。 粘 性 が 高 く 、 量 を 多 く す る と の （ １ ） の よ う に 接 着 剤 で
厚 く 覆 わ れ た 接 着 が で き る 。 こ の 接 着 方 法 は 光 フ ァ イ バ を 保 護 す る 場 合 に 有 効 で あ る 。 粘
性 が 低 く 、 量 を 少 な め に す る と （ ２ ） の よ う に 光 フ ァ イ バ の 上 部 表 面 に 接 着 剤 が あ ま り 見
え な い 形 に で き る 。 こ の 接 着 方 法 は 光 フ ァ イ バ の 高 密 度 配 線 に 適 し て い る 。  
　 こ の 方 法 お よ び 装 置 に よ っ て 基 板 と バ ッ ク ボ ー ド 間 の 光 信 号 の 接 続 さ ら に は 基 板 と バ ッ
ク ボ ー ド の 接 続 を 介 し て 基 板 と 基 板 の 間 の 光 信 号 の 接 続 が 容 易 に 可 能 と な っ た 。  
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９ １ ４

図 ５
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